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令和5年度 

1級建築施工管理技術検定 

2次試験 解答試案 

 

【問題 1】  

施工経験記述(品質管理)により省略。 

 

【問題 2】 

 仮設物の設置を計画するに当たり、留意すべき事項及び検討すべき事項 

1.くさび 

緊結式足場 

①足場の滑動及び沈下を防止するため、敷板や根がらみを設置する。 

②足場の倒壊防止のため、壁つなぎの間隔は垂直方向 5ｍ以下、水平方向

5.5ｍ以下とする。 

2.建設用 

リフト 

①建設用リフトにその積載荷重を超える荷重をかけて使用しないように、

注意書きの設置を検討する。 

②資材の搬出入の動線に留意して、設置位置の検討を行う。 

3.場内 

仮設道路 

①複数の工事に共通の仮設道路は設置期間が長いので、期間中の使用に耐

えられるように転圧、表面処理の実施を検討する。 

②本設躯体の床を仮設道路として使用する場合は、固定荷重、積載荷重、

車両の走行及び作業荷重などに留意し、床の強度検討を行う。 

 

【問題 3】 

1 

作業④ 梁型枠組立て 

作業⑦ 柱配筋 

2 最早開始時期（EST) 5日 

3 

⑥のフリーフロート 5日 

⑩のフリーフロート 0日 

4 総所要日数 24日 
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【問題 4】 

1 

①腹起しの継手は、火打ち梁と切梁の間や切梁の近くで、曲げ応力の小さい位置に

設ける。 

②切梁支柱は、切梁交差部に配置する。 

2 

①鋼製のバーサポート、スペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理をする。 

②基礎の鉄筋のバーサポートは、間隔が 0.9ｍ程度となるように配置する。 

3 

①納期を要する工場製作品であるので、早めに割付図等を作成し、現場での切込み

等の作業を少なくする。 

②フラットデッキプレートは、長さ方向の梁へののみ込み代をとり、横桟木で受け

る。横桟木で受けた荷重が縦桟木で支持できる型枠とする。 

4 

①1 層の打込み厚さは、公称棒径 45 ㎜の棒形振動機の長さ（60〜80 ㎝）以下とし、

打ち込んだコンクリートの下層まで振動機の先端が入るようにする。 

②コンクリートの打込みは、打ち込む位置の近くに落とし込み、1 箇所に多量に打

ち込み横流ししない。 

 

※下記は試験実施団体より公表 

 


